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対日理解促進交流プログラム JENESYS2019 ASEAN 招へい第 20陣の記録 

 テーマ：外交官・行政官交流, 対象国：インドネシア  

 

 

１．プログラム概要 

JENESYS2019 の一環として,インドネシアより外交官 11 名・地方行政官（パプア州）9

名が,2020 年 1 月 28 日～2 月 5 日の 8 泊 9 日の日程で来日し,「外交官・行政官交流」を

テーマとしたプログラムに参加しました。一行は,東京都でテーマ関連講義を聴講,また,イ

ンドネシアで生産が伸びている工場を持つ日本企業を視察し,さらに,大学や高等学校にて

日本の学生と意見交換等の交流を行いました。 山形県では,山形県庁国際交流室への表敬

訪問や,学校訪問や関連団体を訪問するとともに,ホームステイで地元の人々とふれあい,親

睦を深めました。また,一行はプログラム中,各々の関心事項や体験について SNSを通じて

対外発信を行いました。また,帰国前の報告会では, 訪日経験を活かした帰国後のアクショ

ン・プラン（活動計画）について,発表しました。 

 

【参加国・人数】インドネシア  外交官11名・地方行政官（パプア州）9名 

【訪問地】東京都,山形県 

 

 

２．日程 

１月２８日（火）来日【オリエンテーション】 

【オリパラ関連施設視察】日本オリンピックミュージアム 

【表敬訪問】在京インドネシア大使館  

 

１月２９日（水）【日本文化視察】江戸東京博物館 

【視察・聴講】一般社団法人 日本外交協会 

 

１月３０日（木）【表敬・講義】外務省（外交官）,厚生労働省（パプア州） 

【企業視察】株式会社ヤクルト 本社国際部 

【学校交流】都立杉並総合高等学校 ※派遣事業報告会等 

 

１月３１日（金）東京都から山形県へ移動 

【学校訪問】山形県立山形東高等学校（外交官）, 

【団体訪問・聴講】NPO 法人 山形パプア友好協会（パプア州） 

【表敬】山形県庁  
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２月１日（土） 【ホームステイ】公益財団法人 山形県国際交流協会 

 

２日２日（日） 【ホームステイ】公益財団法人 山形県国際交流協会 

山形県から東京都へ移動 

 

２月３日（月） 【学校交流】東京外国語大学  

【視察・聴講】独立行政法人 日本貿易振興機構 

【テーマ関連視察】国会議事堂 

 

２月４日（火） 【ワークショップ】 

【報告会】 

【日本文化視察】浅草寺・仲見世通り 

 

２月５日（水）  帰国 

 

 

３．プログラム記録写真  

  

1 月 28 日【オリエンテーション】 
1 月 28 日【表敬訪問】          

インドネシア大使館 

  

1 月 29 日【視察・聴講】         

一般社団法人 日本外交協会 

1 月 29 日【日本文化視察】       

江戸東京博物館 
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1 月 30 日【表敬・講義】外務省（外交官）,

厚生労働省（パプア州） 

1 月 30 日【企業視察】         

株式会社ヤクルト 本社国際部 

  

1 月 30 日【学校交流】         

都立杉並総合高等学校※派遣事業報告会 

1 月 31 日【学校訪問】         

山形県立山形東高等学校（外交官） 

  

1 月 31 日【団体訪問・聴講】      

NPO 法人山形パプア友好協会（パプア州） 

1 月 31 日【表敬訪問】            

山形県庁  
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2 月 1 日【ホームステイ】        

公益財団法人 山形県国際交流協会 

2 月 1 日【ホームステイ】        

入村式 

  

2 月 2 日【ホームステイ】         

離村式 

2 月 3 日【学校交流】          

東京外国語大学 

    

2 月 3 日【視察・聴講】         

独立行政法人 日本貿易振興機構 

2 月 3 日【テーマ関連視察】       

国会議事堂 
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2 月 4 日【ワークショップ】 2 月 4 日【報告会】 

 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ 外交官 

Jenesys プログラムに参加する前,日本文化は子供の頃,私が育った環境でとても親近

感があったが,日本を訪れることで,人生の視野を広げられた。 東京の喧騒と山形の

人々のおもてなしのおかげで,アニメ,日本の漫画で読んだ,本当の日本の生活を感じる

ことが出来た。 この思い出は,インドネシアと日本の外交の世界で,私のキャリアの基

盤となるだろう。 日本はただのパートナーではなく,大切な心の友達である。 

 

◆ 行政官（パプア州） 

JENESYS 2019 外交官と行政官の交流に参加後,私は日本とインドネシアの生活様式,

政治システム,宗教,習慣,信条は異なるが,日本とインドネシアの人々は温かく接しあ

い,お互いが心を開いていることに気付づいた。 温かく開かれた心は,「心の外交」の

基盤となった。両国はお互いを理解し,違いを補い合い,また,長所として受け入れるこ

とができるだろう。 

 

 

５．受け入れ側の感想（抜粋） 

◆ 株式会社ヤクルト 

本日予定通りインドネシア外交官・行政官の方たちがお見えになりました。インドネ

シア現地のヤクルトレディについて成功事例としてお話の中で触れながら,当日のプ

ログラムを進めることができたかと思います。時間の関係で皆さま全員の質問を受け

られなかった点は心残りですが,少しでもお役に立てておりましたら幸いです。 

 

◆ 山形県立山形東高等学校 

東高は独自のグローバル人材育成事業を進めており,今回はその中でインドネシアと

のつながりに焦点を当てた話を,学生主体で進めることができました。参加者の皆様が

あたたかく話を聴いてくださったので,進行方もやりやすく,とても助かりました。双

方にとって有意義な交流の機会になったのではないでしょうか。 
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６. 参加者の対外発信 

 
 

2020 年 1 月 28 日。 

ASEAN 2019 JENESY 参加者は,インド

ネシア大使館を表敬訪問し,代表者である

Tri Purnajaya 氏と Korfung Sosbud 氏は

Eko Junor 氏と直接会い,ジャヤプラ地方

政府のお土産プラークを渡した。 

2020 年 1 月 30 日 

Jenesys 2019の 3 日目：日本の外務省と有

意義な会合をした。 両国間における外交キ

ャリアシステムの違いにより,海上資源を持

続的に活用する為,監視技術を利用可能にす

るまでの問題を話合った。 

 
 

2020 年 1 月 30 日 

Jenesys 2019の 3日目： 昨年の Jenesys 

Student Exchange Program を通じて,イ

ンドネシアの学生の体験を聞くために杉

並総合高校を訪問した。 スマランの孤児

院でのボランティア活動や,コーヒー焙煎

加工でコーヒー農家を支援する地熱エネ

ルギーシステムを造るなど,この活動を伝

えた。 

ホストファミリーと一緒に夕食を楽しん

だ。 
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７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表（抜粋） 

 

 

 

 

アクション・プランの発表      

（外交官グループ）＜これからの計画＞ 

2019年Jenesysの参加者の同窓会を設立

する。SNS やお土産を持参して,インドネ

シアの人たちに自分たちの経験を伝え

る。山形のホストファミリーと SNS でグ

ループを作り,友好関係を持続させる。 

＜提言＞ 

・プログラムに時間の制約が多くより訪

問先でのディスカッションの場が必要。 

・職場に関係する人たち,例えば JICA の

職員と交流する機会が欲しい。 

・ホームステイ日程を長くしてほしい。 

・ゴミ処理問題や,災害対策など,日本イン

ドネシアで共通に直面している問題につ

いて話し合う機会を設けてほしい。 

アクション・プランの発表       

（パプア州行政官グループ） 

１．日本,インドネシア（パプア州）の協力

関係について・人材育成・観光・教育・公

衆衛生・農業,プランテーション ,漁業,家

畜・情報通信技術・アニメーション技術・

環境保全 

２．上記の協力関係を向上させるため

に,2020年2月～4月にプロモーションを行

う。協力関係の構築は 2020 年 2 月～12 月

中を目途にする。 

３．実施するための戦略 

日イ両国間の政府機関,民間を巻き込んで,

インドネシアのインフラの拡充に日本の果

たしている役割を周知させる。プロモーシ

ョンは,印刷物,電子メディア,ソーシャルメ

ディアを積極的に使用する。 

 

事業実施団体：株式会社ＪＴＢ 


